
有
田
川
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
蘭
島
（
あ
ら
ぎ
島
）。
平
成
25

年
6
月
21
日
、
蘭
島
（
あ
ら
ぎ
島
）
と
周
囲
の
景
観
が
「
蘭
島
及

び
三
田
・
清
水
の
農
山
村
景
観
」
と
し
て
、
国
の
重
要
文
化
的
景

観
に
選
定
す
る
よ
う
、国
の
文
化
審
議
会
か
ら
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

幾
千
年
に
も
わ
た
り
、
こ
の
地
域
に
住
ま
い
し
た
人
々
の
営
み
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
た
て
き
た
私
た
ち
の

身
近
な
景
観
が
、
日
本
の
宝
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
重
要
文

化
的
景
観
の
選
定
は
、
和
歌
山
県
内
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

こ
の
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
を
記
念
し
、
9
月
29
日（
日
）

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
棚
田
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
、
棚
田
保
全
の
最
前

線
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
棚
田
博
士
こ
と
中
島
峰
広
氏
（
早
稲
田

大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
記
念
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

後
半
部
分
で
は
、
既
に
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
て
い
る
長

崎
県
平
戸
市
、
徳
島
県
上
勝
町
で
営
農
活
動
や
地
域
づ
く
り
を
さ

れ
て
い
る
方
々
や
文
化
庁
を
お
招
き
し
、
重
要
文
化
的
景
観
の
選

定
か
ら
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
重
要
文
化

的
景
観
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
を
機
に
、
い
か
に
地
域
づ
く
り
に
結

び
つ
け
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
参
加
者
の
皆
様
と
と
も
に
考
え

る
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
参
加
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
25
年
9
月
29
日（
日
）　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
付
13
時
～
）

■
会
場　

清
水
文
化
セ
ン
タ
ー 

文
化
ホ
ー
ル

■
入
場
無
料
、
事
前
申
込
不
要

「
重
要
文
化
的
景
観
選
定
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す

『
あ
ら
ぎ
島
編
』
そ
の
23

プ
ロ
グ
ラ
ム

△

13
時
30
分
～　

開
会

△

13
時
35
分
～　

蘭
島
及
び
三
田
・
清
水
の
農
山
村
景
観 

映
像
上
映

△

13
時
45
分
～　

記
念
講
演
「
文
化
的
景
観
の
誕
生
と
そ
の
活
用
」

△

14
時
45
分
～　

休
憩

△

15
時
～　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　
「
重
要
文
化
的
景
観
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

◦
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
文
化
庁　

鈴
木
地
平
氏

◦
パ
ネ
ラ
ー

中
島
峰
広
氏

川
上
茂
次
氏（
長
崎
県
平
戸
市 
根
獅
子
集
落
機
能
再
編
協
議
会
）

松
下
和
照
氏（
徳
島
県
上
勝
町 
樫
原
の
棚
田
村
）

西
林
輝
昌
氏（
有
田
川
町　

あ
ら
ぎ
島
景
観
保
全
保
存
会
）

△

16
時
25
分
～　

閉
会

●
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